
 

 
 

2015.5.3(第１日曜日)9:00～14:00   日本野鳥の会大阪支部 

担当 南 茂夫、高井 常之、前田 初雄、甲田 照二、斎藤 健、 

西脇 淳浩、平 軍二（☎090-6901-1425）  (Ｅメール g-hira@nifty.com) 

１． 久しぶりに定例探鳥会コース 

一昨年洪水で流れた穂谷川(淀川合流点)橋梁の本格復旧工事

が行われたため、２月探鳥会は下流枚方方面堤防上、３月探鳥会

は上流橋本駅まで歩くコースとしました。３月末で工事が完了し

ていましたが、４月雨天中止のため、今回は１月以来の通常コースに戻ります。 

２．牧野探鳥会コースの樹木伐採   ここ２年ほど、探鳥会コースの樹木伐採について、河川事務所と話

し合っていることを説明してきました。たまたま昨年度は、一昨年

秋に洪水に見舞われた京都府内の伐採作業が先行されたため、牧野

周辺の伐採は持ち越されました。 

３月探鳥会で上流方向、樟葉ゴルフ場から橋本まで歩きましたが、右

写真はその時見た風景で、２年前に伐採され、鳥の休む木が全くない所

でした。そのためもあって、３月探鳥会の観察種数は４１種と、２月の４９

種を大幅に下回りました。 

いよいよ今年から樹木伐採が始まるとのことで、５月１３日(月)に説明

会があり淀川河川事務所に行ってきました。日本野鳥の会からは、高田直俊

さん（大阪市大名誉教授）、高井常之さん（牧野リーダー）、松井正夫さん（元

牧野リーダー）、石川新三郎さん（枚方生きもの調査会代表）、平の５人で、

河川事務所管理課の方から話を聞きました。 

今回の説明では、牧野ゴルフ場横の伐採は、探鳥コースでもある管理用

通路の両側５ｍ幅で木を伐るとの提案でした。樟葉ゴルフのような全伐でな

かったこともあり、ＯＫしました。 

こちらからは牧野が大阪府内

２０カ所の定例探鳥地で、最も鳥の多い所であることを説明しております。伐

採時期は確定していませんが、木を伐られると山野の鳥が減ると思われます

が、やむを得ないことをご了解ください。 

３．今月の鳥 コチドリ   ４月探鳥会資料のコチドリを再登場さ

せました。「ピォ・ピォ」と鳴きながら飛び、地上に降りるとせわし

げに歩くコチドリを、淀川の川面が見える所で観察したいと思ってい

ます。黒い首の輪、金色に輝く目の周りが目印で、越冬地から数千Ｋ

ｍ、繫殖地に戻ってきた喜びを全身で表現しています。 

４．自転車に気をつけて    牧野探鳥会は鳥が多いけれども、「トイ

レがないこと」、「自転車の危険と隣り合わせ」が二重苦の探鳥地です。鳥

を見ていて場所を移動するときは、常に前後左右に目を配り、「自転車

から自分を守る」ようお願いします。 

右写真は昨年末 12 月の状況、自転車が 10 数台連ねていました。４月

から全コースが利用できるようになったので、自転車もスピードを出し

ていると思われます。近づくと一触即発、怪我をするのはバードウォッ

チャーで、保険に入っていても痛みは補償されません。とにかく、自分の

安全は、自分で守ってほしいと思います。 

５．次回 ６月７日（日）9:00～14:00    

オオヨシキリを、イワツバメ・コチドリを楽しみたいと思います。真夏が近づき暑い日になると思いますので、

熱中症予防のため充分量の水を持参して下さるようお願いします。 

コチドリ（13/4/9 斉藤博氏） 

14/12/7自転車部隊と遭遇 

14/3/7 工事中の穂谷川合流点の橋梁 

15/3/7樟葉ゴルフ場周辺・2年前の伐採地 

14/12/7 自転車部隊との遭遇 
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科名 鳥名　

2/1 3/7 4/5 5/3 6/7 7/5 2/1 3/7 4/5 5/3 6/7 7/5

5 キジ キジ 16 1 418 カササギヒタキ サンコウチョウ 1

21 カモ ツクシガモ 1 420 モズ モズ 33 7 4

26 カモ オカヨシガモ 17 20 435 カラス ハシボソガラス 37 13 8

27 カモ ヨシガモ 2 雨 436 カラス ハシブトガラス 36 5 5 雨

28 カモ ヒドリガモ 16 7 9 天 438 キクイタダキ キクイタダキ 4 天

29 カモ アメリカヒドリ 5 中 442 シジュウカラ ヤマガラ 5 中

30 カモ マガモ 20 12 止 443 シジュウカラ ヒガラ 1 止

32 カモ カルガモ 32 14 15 445 シジュウカラ シジュウカラ 33 17 7

34 カモ ハシビロガモ 1 452 ヒバリ ヒバリ 25 2 1

35 カモ オナガガモ 5 455 ツバメ ショウドウツバメ 3

36 カモ シマアジ 1 457 ツバメ ツバメ 17

37 カモ トモエガモ 1 459 ツバメ コシアカツバメ 5

38 カモ コガモ 21 15 58 461 ツバメ イワツバメ 12

42 カモ ホシハジロ 9 3 4 463 ヒヨドリ ヒヨドリ 37 651 13

46 カモ キンクロハジロ 11 5 2 464 ウグイス ウグイス 34 4 11

47 カモ スズガモ 2 466 エナガ エナガ 27

59 カモ カワアイサ 18 3 7 477 ムシクイ メボソムシクイ 2

62 カイツブリ カイツブリ 14 1 2 480 ムシクイ センダイムシクイ 3

64 カイツブリ カンムリカイツブリ 18 5 483 メジロ メジロ 25 24 8

74 ハト キジバト 36 8 18 492 ヨシキリ オオヨシキリ 9

127 ウ カワウ 34 13 15 499 セッカ セッカ 8

139 サギ ゴイサギ 4 506 ムクドリ ムクドリ 35 641 66

141 サギ ササゴイ 4 508 ムクドリ コムクドリ 3

144 サギ アオサギ 36 7 3 511 ムクドリ ホシムクドリ 2

146 サギ ダイサギ 34 2 2 520 ヒタキ マミチャジナイ 1

148 サギ コサギ 26 5 521 ヒタキ シロハラ 19 2 3

170 クイナ ヒクイナ 1 522 ヒタキ アカハラ 1

174 クイナ バン 3 525 ヒタキ ツグミ 21 56 9

175 クイナ オオバン 10 55 17 533 ヒタキ ノゴマ 1

185 カッコウ ホトトギス 1 536 ヒタキ ルリビタキ 1

192 アマツバメ アマツバメ 2 540 ヒタキ ジョウビタキ 20 7 6

195 チドリ ケリ 12 6 2 542 ヒタキ ノビタキ 5

202 チドリ イカルチドリ 3 549 ヒタキ イソヒヨドリ 4

203 チドリ コチドリ 13 552 ヒタキ エゾビタキ 1

204 チドリ シロチドリ 4 554 ヒタキ コサメビタキ 4

227 シギ チュウシャクシギ 2 558 ヒタキ キビタキ 3

239 シギ クサシギ 1 561 ヒタキ オオルリ 2

244 シギ イソシギ 24 1 569 スズメ スズメ 37 102 99

251 シギ トウネン 1 573 セキレイ キセキレイ 8 1

286 カモメ ユリカモメ 12 6 574 セキレイ ハクセキレイ 34 12 3

293 カモメ ウミネコ 2 575 セキレイ セグロセキレイ 32 7 2

294 カモメ カモメ 1 584 セキレイ タヒバリ 5 8

299 カモメ セグロカモメ 8 1 586 アトリ アトリ 14

307 カモメ コアジサシ 3 587 アトリ カワラヒワ 35 77 81

339 ミサゴ ミサゴ 22 1 588 アトリ マヒワ 6

340 タカ ハチクマ 2 592 アトリ ベニマシコ 19 1 12

342 タカ トビ 25 2 2 600 アトリ シメ 16 1 2

349 タカ チュウヒ 1 602 アトリ イカル 4

355 タカ ハイタカ 10 610 ホオジロ ホオジロ 35 44 37

356 タカ オオタカ 8 617 ホオジロ カシラダカ 11

357 タカ サシバ 1 618 ホオジロ ミヤマホオジロ 1

358 タカ ノスリ 13 1 1 624 ホオジロ アオジ 23 39 29

366 フクロウ オオコノハズク 1 628 ホオジロ オオジュリン 4 35

383 カワセミ カワセミ 32 3 1  キジ コジュケイ 4

388 キツツキ アリスイ 3  ハト カワラバト(ドバト) 36 83 116

390 キツツキ コゲラ 29 2  カッコウ カッコウSP 1

393 キツツキ アカゲラ 1 種数合計(自動計算) 49 41

401 ハヤブサ チョウゲンボウ 14 1 1 個体数合計(自動計算) 1984 737

407 ハヤブサ ハヤブサ 14 1 探鳥会参加者数 20 9
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